
群馬県建設工事請負契約書作成の手引 新旧対照表 
 

改正後 改正前 

制定：平成１５年 ７月２９日 

直前の改正：令和 ７年 ４月 １日 

最終改正（適用日）：令和 ７年１２月１２日 

 

１ （略） 

 

２ 

（１） （略） 

（２）第３条の２(適正な労務費の確保等)  

(Ａ)又は(Ｂ)の選択は、発注者の指示によります。（県土整備部は原則とし

て(Ａ)） 

（３）第４条(契約の保証)関係 

ア 現金の納付等の金銭的保証を発注者より付すよう指定されている場合は

(Ａ)を選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

イ 役務的保証(付保割合 30％の履行ボンド)を発注者より付すよう指定され

ている場合は(Ｂ)を選択し、(Ａ)を全部削除又は見え消し削除します。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を｢免除｣とされた場合

は、本条を全部削除又は見え消し削除します。 

（４）(４)第７条の２(下請負人の社会保険等加入義務等)関係 

(Ａ)又は(Ｂ)の選択は、発注者の指示によります。（県土整備部は(Ａ)） 

（５）第 10 条(現場代理人及び主任技術者等)関係 

ア 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)未満の場合は､下請の有無

にかかわらず(Ａ)[非専任の]主任技術者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又

は見え消し削除します。 

制定：平成１５年 ７月２９日 

                    

最終改正（適用日）：令和 ７年 ４月 １日 

 

１ （略） 

 

２ 

（１） （略） 

（新設） 

 

 

（２）第４条(契約の保証)関係 

ア 現金の納付等の金銭的保証を発注者より付すよう指定されている場合は

(Ａ)を選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

イ 役務的保証(付保割合 30％の履行ボンド)を発注者より付すよう指定され

ている場合は(Ｂ)を選択し、(Ａ)を全部削除又は見え消し削除します。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を｢免除｣とされた場合

は、本条を全部削除又は見え消し削除します。 

（３）第７条の２(下請負人の社会保険等加入義務等)関係 

(Ａ)又は(Ｂ)の選択は、発注者の指示によります。（県土整備部は(Ａ)） 

（４）第 10 条(現場代理人及び主任技術者等)関係 

ア 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)未満の場合は､下請の有無

にかかわらず(Ａ)[非専任の]主任技術者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又

は見え消し削除します。 
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イ 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)以上であって､下請金額の

合計が 5,000 万円(建築一式は 8,000 万円)未満の場合又は下請の予定がな

い場合は､(Ａ)[専任の]主任技術者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又は見え

消し削除します。 

ウ 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)以上であって､下請金額の

合計が5,000万円(建築一式は8,000万円)以上の場合は､(Ａ)を全部削除又

は見え消し削除します。 

(Ｂ)[専任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)も全部削除又は見え消し削除

し、(Ｂ)[非専任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)監理技術者補佐としま

す。 

（６）第 15 条(支給材料及び貸与)関係 

削除する必要はありません。 

（７）第 31 条(請負代金額の変更に代える設計図書の変更)関係 

｢第 15 条､｣を削除する必要はありません。 

（８）第 35 条(前金払及び中間前金払)関係 

ア 請負金額が50万円以上の工事にあっては前金払と中間前金払を併用する

ことができるとともに、いずれも選択しないこともできます。 

イ 中間前金払は、一定の要件を満たした場合、契約金額の 10分の４を超え

ない範囲内で既に支払を受けた前払金に追加して契約金額の10分の２を超

えない範囲の金額を請求することができます。 

ウ 中間前金払は、前払金の支払を受けていないと請求することはできませ

ん。 

エ ウの場合でも第３項及び第４項を削除する必要はありません。 

オ 前金払の請求を予定しない場合でも、第 35条、第 36 条及び第 37 条を削

除する必要はありません。 

イ 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)以上であって､下請金額の

合計が 5,000 万円(建築一式は 8,000 万円)未満の場合又は下請の予定がな

い場合は､(Ａ)[専任の]主任技術者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又は見え

消し削除します。 

ウ 請負金額が4,500万円(建築一式は9,000万円)以上であって､下請金額の

合計が5,000万円(建築一式は8,000万円)以上の場合は､(Ａ)を全部削除又

は見え消し削除します。 

(Ｂ)[専任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)も全部削除又は見え消し削除

し、(Ｂ)[非専任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)監理技術者補佐としま

す。 

（５）第 15 条(支給材料及び貸与)関係 

削除する必要はありません。 

（６）第 31 条(請負代金額の変更に代える設計図書の変更)関係 

  ｢第 15 条､｣を削除する必要はありません。 

（７）第 35 条(前金払及び中間前金払)関係 

ア 請負金額が50万円以上の工事にあっては前金払と中間前金払を併用する

ことができるとともに、いずれも選択しないこともできます。 

イ 中間前金払は、一定の要件を満たした場合、契約金額の 10分の４を超え

ない範囲内で既に支払を受けた前払金に追加して契約金額の10分の２を超

えない範囲の金額を請求することができます。 

ウ 中間前金払は、前払金の支払を受けていないと請求することはできませ

ん。 

エ ウの場合でも第３項及び第４項を削除する必要はありません。 

オ 前金払の請求を予定しない場合でも、第 35条、第 36 条及び第 37 条を削

除する必要はありません。 
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カ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣

を参照してください。 

（９）第38条(部分払)関係 

ア 請負金額が 150 万円以上の工事にあっては、中間前金払と部分払を併用

することもできます。 

イ 中間前払金及び部分払金の請求を予定しない場合でも、本条を削除する

必要はありません。 

ウ 部分払を請求できる回数は別表のとおりとし、｢工期中○回｣に記載しま

す。 

エ 中間前払金の請求を予定する場合、部分払いの回数は｢工期中○回｣に対

して１回減となります。 

オ 工事請負契約書の作成にあたっては、エにかかわらず、別表の数字を｢工

期中○回｣に記載してください。 

カ 債務負担工事の場合は、第 53条で記載する各年度ごとの部分払を請求で

きる回数の合計を記載します。 

 別表 

請負金額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500万円を超え1000万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 

キ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣

を参照してください。 

 

 

カ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣

を参照してください。 

（８）第 38 条(部分払)関係 

ア 請負金額が 150 万円以上の工事にあっては、中間前金払と部分払を併用

することもできます。 

イ 中間前払金及び部分払金の請求を予定しない場合でも、本条を削除する

必要はありません。 

ウ 部分払を請求できる回数は別表のとおりとし、｢工期中○回｣に記載しま

す。 

エ 中間前払金の請求を予定する場合、部分払いの回数は｢工期中○回｣に対

して１回減となります。 

オ 工事請負契約書の作成にあたっては、エにかかわらず、別表の数字を｢工

期中○回｣に記載してください。 

カ 債務負担工事の場合は、第 53条で記載する各年度ごとの部分払を請求で

きる回数の合計を記載します。 

 別表 

請負金額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500万円を超え1000万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 

キ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣

を参照してください。 

（９）第 45 条(契約不適合責任)関係 

ア (Ａ)は、第４条において(Ａ)を使用する場合選択し、(Ｂ)を全部削除又



群馬県建設工事請負契約書作成の手引 新旧対照表 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）第40条(債務負担行為に係る契約の特則)関係） 

ア ０県及び０国に係る契約の場合は、次の条文を加えます 

「(債務負担行為に係る契約の特則) 第40条 前払金及び部分払金の請求

時期は、令和○○年４月１日以降とする。」 

イ 債務負担行為(０県及び０国を除く｡)に係る工事請負契約の場合は、下記

の例(請負金額３億円の場合)により記載します。 

 「(ア)第１項（支払限度額） 

  令和○○年度 90,000,000 円 ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載

します。 

  令和○△年度 90,000,000 円  ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載

します。 

  令和○□年度 120,000,000 円  ※残額を記載します。 

は見え 

消し削除します。 

イ (Ｂ)は第４条において(Ｂ)を使用する場合選択し、(Ａ)を全部削除又は

見え消し削除します。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を「免除」とされた場

合は、（Ａ） 

 を選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

エ (Ａ)又は(Ｂ)のどちらかを選択した場合でも、第２項及び第３項は削除

しないでください。 

（10）第 58 条(火災保険等)関係 

ア 本条は、削除する必要はありません。 

イ 第１項中｢(支給材料を含む｡以下この条において同じ｡)｣を削除する必要

はありません。 

(11)第 40 条(債務負担行為に係る契約の特則)関係 

ア ０県及び０国に係る契約の場合は、次の条文を加えます。 

「(債務負担行為に基づく特則)第 57 条 前払金及び部分払金の請求時期

は、令和○○年４月１日以降とする。」 

イ 債務負担行為(０県及び０国を除く｡)に係る工事請負契約の場合は、下記

の例(請負金額３億円の場合)により記載します。 

 「(ア)第１項（支払限度額） 

  令和○○年度 90,000,000 円 ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載

します。 

  令和○△年度 90,000,000 円  ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載

します。 

  令和○□年度 120,000,000 円  ※残額を記載します。 
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  (イ)第２項（出来高予定額） 

  令和○○年度 100,000,000 円 ※令和○○年度の出来高予定額を記載し

ます。 

  令和○△年度 100,000,000 円 ※令和○△年度の出来高予定額を記載し

ます。 

  令和○□年度 100,000,000 円 ※令和○□年度の出来高予定額を記載し

ます。」 

ウ 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

（11）第 41 条(債務負担行為に係る契約の前金払及び中間前金払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

イ 契約会計年度に翌会計年度分の前払金を含めて支払うことが設計図書に

定められている場合は、第３項中｢翌会計年度に支払うべき前払金相当分

(   円以内)｣に金額を記載します。 

（12）第 42 条(債務負担行為に係る契約の部分払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

イ 部分払を請求できる回数は別表の数字を｢部分払を請求できる回数｣に記

載します。 

ウ 中間前払金の請求を予定する場合は、部分払いの回数は｢部分払を請求で

きる回数｣から１回減となります。 

エ 工事請負契約書の作成にあたっては、ウにかかわらず、別表の数字を｢部

分払を請求できる回数｣に記載します。 

 

  (イ)第２項（出来高予定額） 

  令和○○年度 100,000,000 円 ※令和○○年度の出来高予定額を記載し

ます。 

  令和○△年度 100,000,000 円 ※令和○△年度の出来高予定額を記載し

ます。 

  令和○□年度 100,000,000 円 ※令和○□年度の出来高予定額を記載し

ます。」 

ウ 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

(12)第 41 条(債務負担行為に係る契約の前金払及び中間前金払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

イ 契約会計年度に翌会計年度分の前払金を含めて支払うことが設計図書に

定められている場合は、第３項中｢翌会計年度に支払うべき前払金相当分

(   円以内)｣に金額を記載します。 

(13)第 42 条(債務負担行為に係る契約の部分払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除しま

す。 

イ 部分払を請求できる回数は別表の数字を｢部分払を請求できる回数｣に記

載します。 

ウ 中間前払金の請求を予定する場合は、部分払いの回数は｢部分払を請求で

きる回数｣から１回減となります。 

エ 工事請負契約書の作成にあたっては、ウにかかわらず、別表の数字を｢部

分払を請求できる回数｣に記載します。 
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 別表 

各会計年度の出来高予定額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500万円を超え1000万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 

（13）第 45 条(契約不適合責任)関係 

ア (Ａ)は、第４条において(Ａ)を使用する場合選択し、(Ｂ)を全部削除又

は見え消し削除します。 

イ (Ｂ)は第４条において(Ｂ)を使用する場合選択し、(Ａ)を全部削除又は

見え消し削除します。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を「免除」とされた場

合は、（Ａ）を選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

エ (Ａ)又は(Ｂ)のどちらかを選択した場合でも、第２項及び第３項は削除

しないでください。 

（14）第 58 条(火災保険等)関係 

ア 本条は、削除する必要はありません。 

イ 第１項中｢(支給材料を含む｡以下この条において同じ｡)｣を削除する必要

はありません。 

 

 

 

 

 

 別表 

各会計年度の出来高予定額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500万円を超え1000万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 
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建設工事請負契約書作成の手引 

制定：平成１５年 ７月２９日 

直前の改正：令和 ７年 ４月 １日 

最終改正(適用日)：令和 ７年１２月１２日 

 

 群馬県が発注する建設工事に係る工事請負契約書を作成するにあたっては、この手引を参照して

ください。なお、本手引において示された具体的金額は消費税及び地方消費税込みの金額です。 

 また、建設工事請負契約約款は、最新の約款を用いてください。 

１ 建設工事請負契約書(群馬県建設工事執行規程第１７条) 

(１)収入印紙 

発注者が保管する契約書１通は印紙税法で定める金額の収入印紙を貼付するとともに、受

注者のみが消印します。 

(２)工事名、工事場所及び工期 

発注者に指示を受けるとともに、入札公告、入札説明書、指名通知書又は設計書の内容を

記載します。 

(３)請負代金額 

ア 課税事業者及び免税事業者ともに入札金額に 100 分の 110 を乗じた金額を記載します。 

イ 課税事業者にあっては、消費税及び地方消費税額を(  )内に記載します。 

ウ 免税事業者にあっては、(うち取引に係る消費税及び地方消費税額   円）を全部削除又

は見え消し削除します。 

(４)契約保証金 

ア 入札説明書又は指名通知書に｢免除｣とある場合は､(免除)を選択するとともに、 ｢金 

  円｣を全部削除又は見え消し削除します。 

イ 現金の納付又は有価証券(国債及び地方債)等の提供､金融機関又は保証事業会社の保証

を選択したときは(免除)を全部削除又は見え消し削除するとともに､当該金額を記載しま

す。 

ウ 公共工事履行保証証券による保証を選択したときは免除(履行ボンド)と記載するととも

に、｢金   円｣を全部削除します。 

エ 履行保証保険契約を選択したときは免除(履行保証保険)と記載するとともに、｢金   

円｣を全部削除します。 
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 (５)解体工事に要する費用等 

ア 建設リサイクル法の対象工事である場合は｢別紙のとおり｡｣と記載するとともに、(１)か

ら(４)までの内容を記載した別紙を建設工事請負契約約款の末尾に綴じ込みます。 

イ 建設リサイクル法の対象工事でない場合は、｢対象外工事｣と記載します。 

(６)建設発生土の搬出先等 

この工事に伴い、工事現場から建設発生土を搬出する予定である場合は、「建設発生土の

搬出先については設計図書に定めるとおり」と記入します。 

なお、この工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第４８号）の規定

により再生資源利用促進計画の作成を要する工事である場合は、受注者は、工事の施工前に

発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければなりません。 

 (７)本書○通 

ア 受注者が単体である場合は、｢２｣を記載します。 

イ 受注者が共同企業体を結成している場合は、｢１＋共同企業体の構成員数｣を記載します。 

ウ 地域機関等が県庁執行工事に係る入札を執行した場合は、記載した○通とは別に地域機

関等分の建設工事請負契約書１部を提出します。 

(８)契約締結日 

発注者に指示を受けるとともに、落札決定の通知を受けた日の翌日から５日以内に工事請

負契約を締結しなければなりません。（契約締結に県議会の承認を得なければならない場合

を除く。） 

 (９)発注者 

ア 契約担当者が知事である場合は、発注者が「住所 前橋市大手町１－１－１ 氏名 群

馬県知事 ○○○○」と記載し、押印します。 

イ 契約担当者が教育長である場合は、発注者が「住所 前橋市大手町１－１－１ 氏名 群

馬県教育委員会教育長 ○○○○」と記載し、押印します。 

ウ 契約担当者が所長である場合は、発注者が「住所 事務所の所在地 氏名 群馬県○○

所長 ○○○○」と記載し、押印します。 

(10)受注者 

ア 法人である場合は、｢住所 入札参加資格者名簿に登録した所在地 商号 役職名 ○○

○○」と記載し、代表者印を押印します。 

イ 共同企業体である場合は、「住所 登録した共同企業体の所在地 共同企業体名 代表

企業名 役職名 ○○○○ 構成企業名 役職名 ○○○○ 構成企業名 役職名 ○○

○○」と記載し、各構成員の代表者印を押印します。 
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ウ 個人である場合は、「住所 入札参加資格者名簿に登録した住所 屋号 ○○○○」と

記載し、押印します。 

エ 入札参加資格者名簿において契約締結に係る権限を委任している場合は、委任先の内容

を記載し、受任者印を押印します。 

 (11)綴じ方 

ア 契約書、約款及び設計書を袋とじにします。 

イ 建築工事の場合は契約書に設計書を綴じ込まない場合もありますので、発注者に指示を

受けてください。 

 

２ 建設工事請負契約約款（群馬県建設工事執行規程第１７条） 

(１)文字及び条項の加入、訂正又は削除 

ア ○字加入する場合は、｢○字加入｣と上余白に記載します。 

イ ○字訂正する場合は、｢○字訂正｣と上余白に記載します。 

ウ ○字削除する場合は、｢○字削除｣と上余白に記載します。 

エ 条項を削除する場合は、｢第○条第○項削除｣と記載します。 

オ 句読点、かぎ及び括弧等は、字数に数えません。 

カ ｢○字加入｣､｢○字訂正｣又は｢○字削除｣と記載した箇所に訂正印を押します。 

(２)第３条の２(適正な労務費の確保等) 

(Ａ)又は(Ｂ)の選択は、発注者の指示によります。（県土整備部は原則として(Ａ)） 

(３)第４条(契約の保証)関係 

ア 現金の納付等の金銭的保証を発注者より付すよう指定されている場合は(Ａ)を選択し、

(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

イ 役務的保証(付保割合 30％の履行ボンド)を発注者より付すよう指定されている場合は

(Ｂ)を選択し、(Ａ)を全部削除又は見え消し削除します。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を｢免除｣とされた場合は、本条を全部

削除又は見え消し削除します。 

(４)第７条の２(下請負人の社会保険等加入義務等)関係 

(Ａ)又は(Ｂ)の選択は、発注者の指示によります。（県土整備部は(Ａ)） 

(５)第 10 条(現場代理人及び主任技術者等)関係 

ア 請負金額が 4,500 万円(建築一式は 9,000 万円)未満の場合は､下請の有無にかかわらず

(Ａ)[非専任の]主任技術者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又は見え消し削除します。 

イ 請負金額が 4,500 万円(建築一式は 9,000 万円)以上であって､下請金額の合計が 5,000 万
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円(建築一式は8,000万円)未満の場合又は下請の予定がない場合は､(Ａ)[専任の]主任技術

者とし､(Ｂ)及び(Ｃ)を全部削除又は見え消し削除します。 

ウ 請負金額が 4,500 万円(建築一式は 9,000 万円)以上であって､下請金額の合計が 5,000 万

円(建築一式は 8,000 万円)以上の場合は､(Ａ)を全部削除又は見え消し削除します。 

(Ｂ)[専任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)も全部削除又は見え消し削除し、(Ｂ)[非専

任の]監理技術者とした場合は、(Ｃ)監理技術者補佐とします。 

(６)第 15 条(支給材料及び貸与)関係 

削除する必要はありません。 

(７)第 31 条(請負代金額の変更に代える設計図書の変更)関係 

｢第 15 条､｣を削除する必要はありません。 

(８)第 35 条(前金払及び中間前金払)関係 

ア 請負金額が50万円以上の工事にあっては前金払と中間前金払を併用することができると

ともに、いずれも選択しないこともできます。 

イ 中間前金払は、一定の要件を満たした場合、契約金額の 10 分の４を超えない範囲内で既

に支払を受けた前払金に追加して契約金額の10分の２を超えない範囲の金額を請求するこ

とができます。 

ウ 中間前金払は、前払金の支払を受けていないと請求することはできません。 

エ ウの場合でも第３項及び第４項を削除する必要はありません。 

オ 前金払の請求を予定しない場合でも、第 35 条、第 36 条及び第 37 条を削除する必要はあ

りません。 

カ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣を参照してくだ

さい。 

(９)第 38 条(部分払)関係 

ア 請負金額が 150 万円以上の工事にあっては、中間前金払と部分払を併用することもでき

ます。 

イ 中間前払金及び部分払金の請求を予定しない場合でも、本条を削除する必要はありませ

ん。 

ウ 部分払を請求できる回数は別表のとおりとし、｢工期中○回｣に記載します。 

エ 中間前払金の請求を予定する場合、部分払いの回数は｢工期中○回｣に対して１回減とな

ります。 

オ 工事請負契約書の作成にあたっては、エにかかわらず、別表の数字を｢工期中○回｣に記

載してください。 
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カ 債務負担工事の場合は、第 53 条で記載する各年度ごとの部分払を請求できる回数の合計

を記載します。 

 別表 

請負金額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500 万円を超え 1000 万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 

キ その他詳細については、｢県発注工事に係る中間前金払に関する取扱い｣を参照してくだ

さい。 

(10)第 40 条(債務負担行為に係る契約の特則)関係 

ア ０県及び０国に係る契約の場合は、次の条文を加えます。 

「(債務負担行為に基づく特則) 

第 40 条 前払金及び部分払金の請求時期は、令和○○年４月１日以降とする。」 

イ 債務負担行為(０県及び０国を除く｡)に係る工事請負契約の場合は、下記の例(請負金額

３億円の場合)により記載します。 

 「(ア)第１項（支払限度額） 

  令和○○年度 90,000,000 円 ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載します。 

  令和○△年度 90,000,000 円  ※当該年度の出来高予定額の 90％を記載します。 

  令和○□年度 120,000,000 円  ※残額を記載します。 

  (イ)第２項（出来高予定額） 

  令和○○年度 100,000,000 円 ※令和○○年度の出来高予定額を記載します。 

  令和○△年度 100,000,000 円 ※令和○△年度の出来高予定額を記載します。 

  令和○□年度 100,000,000 円 ※令和○□年度の出来高予定額を記載します。」 

ウ 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除します。 

(11)第 41 条(債務負担行為に係る契約の前金払及び中間前金払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除します。 

イ 契約会計年度に翌会計年度分の前払金を含めて支払うことが設計図書に定められている

場合は、第３項中｢翌会計年度に支払うべき前払金相当分(   円以内)｣に金額を記載し

ます。 

(12)第 42 条(債務負担行為に係る契約の部分払の特則)関係 

ア 債務負担行為に係る契約でない場合は、全部削除又は見え消し削除します。 

イ 部分払を請求できる回数は別表の数字を｢部分払を請求できる回数｣に記載します。 
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ウ 中間前払金の請求を予定する場合は、部分払いの回数は｢部分払を請求できる回数｣から

１回減となります。 

エ 工事請負契約書の作成にあたっては、ウにかかわらず、別表の数字を｢部分払を請求でき

る回数｣に記載します。 

 別表 

各会計年度の出来高予定額 前金払を受けない場合 前金払を受ける場合 

150 万円以下 支払わない 支払わない 

150 万円を超え 500 万円以下 ２回以内 １回 

500 万円を超え 1000 万円以下 ３回以内 ２回以内 

1000 万円を超えるもの ４回以内 ３回以内 

(13)第 45 条(契約不適合責任)関係 

ア (Ａ)は、第４条において(Ａ)を使用する場合選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除

します。 

イ (Ｂ)は第４条において(Ｂ)を使用する場合選択し、(Ａ)を全部削除又は見え消し削除し

ます。 

ウ 入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を「免除」とされた場合は、（Ａ）を

選択し、(Ｂ)を全部削除又は見え消し削除します。 

エ (Ａ)又は(Ｂ)のどちらかを選択した場合でも、第２項及び第３項は削除しないでくださ

い。 

(14)第 58 条(火災保険等)関係 

ア 本条は、削除する必要はありません。 

イ 第１項中｢(支給材料を含む｡以下この条において同じ｡)｣を削除する必要はありません。 

 

３ 工事請負契約を締結するときの提出書類 

(１)課税事業者届又は免税事業者届 

(２)契約保証金提出書及び契約保証金納付済通知書、国債又は地方債等、金融機関又は保証事

業会社の保証書、履行保証保険証券及び履行保証証券(履行ボンド) 

入札公告又は指名通知書により契約保証金の納付を｢免除｣とされた場合を除き、いずれか

を提出します。 

(３)現場代理人等通知書、現場代理人等変更通知書 

ア 技術者の恒常的な雇用関係を証明する書類の写しを添付します。 

イ 主任技術者を配置する場合は、技術者の資格を証する書類を添付します。 
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ウ 監理技術者（特例監理技術者を含む。）を配置する場合は、監理技術者資格者証の写し

及び監理技術者講習受講状況の写しを添付します。 

また、監理技術者補佐を配置する場合は、その資格を証する書面の写しも併せて添付し

ます。 

(４)工程表及び請負代金内訳書 

ア いずれも工事請負契約締結後 10 日以内に契約書と同数を提出します。 

イ 発注者は、請負代金内訳書に記載の法定福利費額が予定価格に占める法定福利費概算額

（ぐんま電子入札共同システムにおいて公開）の１/２未満の場合には、受注者に法定福利

費額の算出に用いた根拠資料の提示による明確な説明を求めます。 

※詳細は、別紙「請負代金内訳書の提出における留意点」を参照してください。 

(５)建設業退職金共済掛金収納書 

  請負金額が 1,000 万円以上の場合、証紙貼付方式においては契約締結後１か月以内に提出し、

電子申請方式においては契約締結後４０日以内に電子版を提出します。 

(６)施工状況報告書 

  現地における工事着手までに提出します。 

(７)施工体制台帳の写し及び施工体系図の写し 

  下請契約を締結したときは、現地における工事着手までに提出します。 



別添資料 
 

前橋土木事務所 

 

電子入札による再入札等について（ご注意） 

平成 30年 10 月 22 日以降に通知する電子入札による再入札等については下記

のとおり「ぐんま電子入札共同システム運用基準」によるものとしますので、

該当の場合にはご留意ください。 

 

ぐんま電子入札共同システム運用基準（抜粋） 

１０－２ 再度入札、再々度入札または不落随契について 

落札となるべき金額を入札した者がいなかった場合には、参加団体の規定

に基づき再度入札、再々度入札または不落随契（以下「再入札等」という。）

行うことができる。 

再入札等の時間については、午前中に開札を行った案件については、

当日の午後４時から３０分の間、午後に開札を行った案件につい

ては、翌日の午前１１時３０分から３０分の間に実施することを基

準として、発注担当者が案件毎に指示するものとする。 

 

※やむを得ず、上記によらず余裕時間の短い再入札等を行う場合がありますが、

その際には入札参加者に個別に連絡しますので対応ください。 

 ただし、上記時間によらない場合でも余裕時間が基準より超過する場合には

連絡はいたしません。（例.午後入札を翌日午後に再入札等を行う場合） 

 

＊なお、対象入札辞退者及び一抜け等より入札無効な者にも連絡等しません。 

 

 

 

                  お問合せ先 

                  〒377-0433 群馬県前橋市 

上細井町２１４２－１ 

（群馬県前橋合同庁舎５階） 

                   群馬県前橋土木事務所 総務係 

TEL:027-234-4224 

FAX:027-236-7589 



提出の留意点

別紙
◎請負代金内訳書の提出における留意点

　令和４年４月１日以降に公告等される公共工事を契約するにあたり、法定福利費額を記載し
た請負代金内訳書を契約から１０日以内に提出することになります。下記に留意のうえ作成
し、契約書と同部数提出してください。
　内訳明示する法定福利費は、原則として健康保険料（介護保険料含む）、厚生年金保険料
（児童手当拠出金含む）、雇用保険料のうち、現場労働者（技能労働者）の事業主（会社）負担
分です。
　請負代金内訳書は、入札時に提出する「工事費内訳書」と内容が類似していますが、金額
等の内容が必ずしも同一である必要はありません。作成にあたっては、次の国土交通省ホー
ムページ等を参考にして下さい。

　○｢建設業における社会保険加入対策について｣
　　（https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk2_000080.html）
　○「標準見積書の活用等による労務費及び法定福利費の確保の推進について」
　　（https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/content/ccus_roumuhi_
　　　youseitsuuchi_dantai.pdf）

       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．請負代金内訳書への法定福利費額の明示
　　請負代金内訳書は次の点に注意し作成して下さい。
　　①計算間違いや桁のずれ等、数値的・機械的に誤っていないこと。
　　②法定福利費の算出に当たって、国土交通省作成のマニュアルに準拠する等適切な
　　　方法で行うこと。
　　③下請契約を締結する工事（締結することが見込まれる工事を含む。）においては、
　　　当該下請業者分の法定福利費を含めていること。

２．公共工事の発注者による法定福利費の確認
　　受注者により明示された法定福利費額と予定価格に占める法定福利費概算額（ぐんま
　電子入札共同システムにおいて公開）を比較し、一定以上の乖離がある　（受注者により
　明示された法定福利費額が予定価格に占める法定福利費概算額の１／２未満）の場合、
　発注者から算出根拠の確認や誤記等の訂正が指示されます。未記入、「不明」等、具体
　的な金額が記載されていないものは認められません。

３．確認の結果、一定以上の乖離がある場合の説明
　　受注者による算出根拠の確認を経てもなお一定以上の乖離がある場合、発注者は受注
　者に対して法定福利費額の算出根拠の確認を求めます。その場合、受注者には法定福利
　費額の算出に用いた根拠資料（下請企業から提出された見積り、労務費額、法定保険料
　率等）の提示による明確な説明が求められます。

４．不正行為が疑われる場合
　　説明を聴取した際に、下請企業からの見積書等の客観的な根拠資料が提示されない、
　一定以上の乖離があることについての明確な説明がなされない、法定福利費を一方的に
　削減していることが明らかなど、不正行為（建設業法第１９条の３等に違反するおそれ）が
　強く疑われる場合については、建設業許可部局と連携し、必要な措置を講ずることもあり
　ます。
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作成例

◎請負代金内訳書の作成例
※様式は任意ですが、入札時に提出する工事費内訳書を複写し、次のとおり修正して使用することも可能です。

※消費税相当額、請負代金額及び法定福利費を必ず記載して下さい。

令和　　年　　月　　日　
所　 　在　 　地：

受注者 商号又は名称 ：
代 表 者 氏 名：

事業年度 令和○○年度
路線河川名 一般県道○○××線
工事箇所 ○○市××町△△地内
事業名 □□□□事業

単位 単価 金額 摘要

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

式 1.00

円
工事価格のうち、現場労務者に関する健康保険、厚生年金保険
及び雇用保険の法定の事業主負担額

　区画線工

直接工事費

共通仮設費

　カルバート工

請負代金額

【法定福利費】

＊＊＊　　請　負　代　金　内　訳　書　＊＊＊

数量工事細別

道路改良

舗装

　舗装工

消費税相当額

純工事費計

現場管理費

一般管理費

工事価格

　排水構造物工

　構造物撤去工

　組立歩道工

　縁石工

　防護柵工

　道路土工
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